
 

 

 

                                  
 

      

 

一期一会に思う  

千葉敬愛高等学校 校長 酒匂 一揮  

 

 表題である『一期一会』は、千利休の弟子、山上宗二が「山上宗二記」の中に「一期に一度の

会」という書き下しの一文から、その考えを幕末の大老井伊直弼が自身の著書「茶湯一会集」巻

頭に「一期一会」という言葉にして世に広めたと言われています。意味としては、茶の湯で、「い

ついかなる時も、客を一生に一度しか出会いのないものとして、悔いのないようにもてなせ。」と

いう教えです。  

一般的には、「あなたと出会ったこの時間は、二度と巡っては来ないたった一度きりのもの、も

しかしたらもう二度と会えないかもしれません。だから、この一瞬を大切に思い、今出来る最高

のおもてなしをしましょう。」という意味で使用されています。 

 私は、授業であったり、部活動のミーティングであったり、集会の場面であったり、これまで

の教員経験の中で、この言葉を多く使用してきました。ただし、その目的は、本来の意味とは少

し違っています。現在という時間において、学校で、教室で、部活動で、隣の人と出会う確率は

天文学的な数字となります。つまり、本当に偶然に偶然を重ねて出会った人同士なのです。なの

で、この出会いを大切にして欲しいというときに使用します。特に、学級開きなど、担当する生

徒と初めて出会う場面に用いることとしています。さらに、チャレンジして欲しいと感じたとき

に使用します。どちらかというと、千載一遇と言う言葉が近いかもしれませんが、チャレンジす

るのは今しかないということで用いています。昨今の大学受験は、受験生の日頃の学習活動を重

視することから様々な形態があり、このことが、得てして受験生の安全志向を生んでいる場面が

あります。自分の可能性を求めるのを止め、妥協的に決定することを安全志向とするのがもった

いないなと思うのです。 

 さて、新型コロナウイルスの蔓延期には、一斉休校、黙食、文化祭や体育祭、修学旅行などの

学校行事を中止や延期するなど、当たり前の学校生活ができない場面が多くありました。しかし、

コロナ禍において、私たちが新しく気づいたことや再確認できたことも数多くありました。学校

行事のあり方を含め、人と人とのつながり方や相互理解など、人としてのあり方も再認識しまし

た。 

 世の中は急速に変化しており、５年後の未来ですら予測できません。その未来に飛び込む子供

たちに対し、多くのことにチャレンジさせ、様々な経験を積ませることが重要です。転ばぬ先の

杖はとても大切ですが、チャレンジをさせるために、習うより慣れろと送り出すことも大切です。

たとえ、チャレンジして失敗したとしても、子供達は何らかの気づきをもってくるはずです。そ

の気づきこそが、子供たちにとって新たな出会いであり、一期一会の機会であると思います。 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。  
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四街道市青少年育成センターだより  

一期一会

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 
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                          「記念講演」遠藤 翼さん 
                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○７月の相談活動 [５８件]                   〇 ７月の不審者情報                                         

電 話  ２９ 来 所 ２９  訪問等  ０ 

 

○９月の街頭補導予定（１４回） 

２日(月)Ａ ３日(火)Ｅ ５日(木)Ｄ ６日(金)Ｃ ９日(月)Ｆ 12 日(木)Ｂ 17 日(火)Ｂ 

18 日(水)Ｄ 20 日(金)Ｆ 24 日(火)Ｃ 25 日(水)Ｂ 26 日(木)Ｅ 27 日(金)Ｃ 30 日(月)Ｄ 

A 7:30-8:30 B 10:00-11:00  C 14:30-15:30  D 16:30-17:30  E 17:30-18:30  Ｆ18:30-19:30 
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千葉敬愛高校書道部  

「
少
年
の
主
張
」
参
加
者 

市内４校の高校生が大型

店舗等で健全育成の啓発グ

ッズを配りながら同年代の

高校生や中学生、親子連れに

愛の一声を掛けました。 

７月も不審者情報はありませんでした。夏休

みも中盤。夏祭り等もあり気がゆるむ時期で

す。地域での見守り活動をお願いします。 

市内在住プロサッカー選手。 

『人生はマラソンである。やり続け
ることで前向きな発想が生まれ自
信にもなる』 


